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平成２７年度ＪＡ道東あさひ役員海外視察研修報告

根釧酪農体験ツアー・青年部より

おじゃまします！保健センターです

営農のページ（普及センター）

営農のページ（農業試験場）

別海高校より

道東あさひ吾久里塾  第４期受講生募集中!!

ＪＡバンクからのお知らせ　キャンペーン情報

１月生乳生産・乳代単価情報・運勢・編集局から

～今年こそ全道大会優勝へ～ ＪＡ道東あさひ野球部恒例の牧草ロール転がし：第10回 別海町ウエスタンカーニバル

ＴＰＰＴＰＰ

道東あさひ吾久里塾第3期生開講式
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TPPから日本の食と暮らし・いのちを守ろうTPPから日本の食と暮らし・いのちを守ろうTPPから日本の食と暮らし・いのちを守ろう

あさひ四兄弟
長男 たいよう・次男 だいち
長女 みどり・次女 みるく

平成２７年度ＪＡ道東あさひ役員海外視察研修　ズドゴーン牧場
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昨
年
実
施
さ
れ
た
今
年
度
の
Ｊ
Ａ
道
東
あ

さ
ひ
役
員
海
外
視
察
研
修
に
つ
い
て
、
各
視

察
先
の
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

視
察
の
目
的

　

他
国
の
経
営
環
境
・
政
策
・
文
化
思
想
に

根
差
す
行
動
理
念
等
、
実
態
を
調
査
・
検
証

し
な
が
ら
、
当
Ｊ
Ａ
域
内
の
営
農
・
生
活
の

安
定
・
発
展
に
資
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
の
設
定
と

適
宜
見
直
し
を
行
え
る
組
織
環
境
の
高
度
化

を
図
り
、
次
世
代
へ
繋
ぐ
組
織
風
土
へ
と
深

化
さ
せ
る
こ
と
。

セ
ゲ
ス
（
Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）

　

セ
ゲ
ス
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
農
業
食
品
局

に
よ
っ
て
形
づ
け
ら
れ
た
会
社
で
あ
り
、
各

地
に
あ
る
農
業
普
及
セ
ン
タ
ー
の
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
仕
組
み
と
し
て
は

各
地
の
普
及
セ
ン
タ
ー
へ
の
サ
ー
ビ
ス
、
技

術
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
、

革
新
的
技
術
の
提
供
に
よ
り
利
益
を
求
め
る

営
利
団
体
。
新
し
い
技
術
情
報
は
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
に
あ
る
大
学
か
ら
セ
ゲ
ス
に
流
れ
、

各
地
に
あ
る
普
及
セ
ン
タ
ー
を
経
由
し
て
、

３
８
，６
０
０
戸
全
て
の
農
家
に
情
報
が
伝

え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
あ
く
ま
で
、

農
家
の
利
益
に
な
る
こ
と
を
考
え
て
作
ら
れ

て
い
る
。

　

職
員
は
650
名
お
り
、
う
ち
大
学
を
卒
業
し

た
職
員
が
３
分
の
２
以
上
を
占
め
、
土
壌
耕

起
と
栽
培
の
関
係
、
動
物
の
福
祉
、
動
物
の

育
種
、
経
営
的
な
財
務
、
税
務
、
法
律
、
食

品
の
品
質
と
安
全
性
、
Ｉ
Ｔ
技
術
、
建
物
、

施
設
、
人
間
の
働
く
環
境
等
多
岐
に
わ
た
り

農
業
と
生
活
に
係
わ
る
専
門
家
の
職
員
が
い

る
。

Ｄ
Ｓ
Ｖ 

Ｆ
ｒ
ｏ 

Ｄ
ｅ
ｎ
ｍ
ａ
ｒ
ｋ

　

Ｄ
Ｓ
Ｖ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
に
あ
る

三
つ
の
種
苗
会
社
が
一
つ
と
な
っ
た
ド
イ
ツ

に
本
社
を
置
く
会
社
で
あ
り
、
高
品
質
な
品

種
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
マ
ッ
チ
す
る
品
種
の
育

種
を
通
じ
て
品
質
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

　

販
売
方
法
と
し
て
は
、
農
家
へ
の
直
接
の

売
り
込
み
、
販
売
会
社
に
通
し
て
の
販
売
等

で
、
近
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
注
文
を
取

る
な
ど
し
て
販
売
し
て
い
る
。

　

牧
草
品
種
開
発
の
重
要
目
標
と
し
て
、
①

乾
物
収
量
が
高
い　

②
牧
草
の
品
質
・
消
化

性　

③
採
取
性
（
最
終
的
な
農
家
負
担
の
リ

ス
ク
に
配
慮
。
多
く
取
れ
る
と
生
産
コ
ス
ト

が
低
く
な
る
）　
④
永
続
性
・
耐
病
性
・
越

冬
性　

⑤
春
の
萌
芽
（
一
番
草
の
収
穫
に
影

響
）　
⑥
耐
干
性　

⑦
窒
素
利
用
効
率
の
高

さ
を
掲
げ
て
い
る
。

　

育
種
と
試
験
は
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
で
実
施
さ

れ
て
い
る
。

ラ
ウ
ン
ド
ボ
ー
リ
ン
フ
ォ
ー
ド

（
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｂ
ｏ 

Ｌ
ｉ
ｍ
ｆ
ｊ
ｏ
ｒ
ｄ
）

　

ラ
ウ
ン
ド
ボ
ー
リ
ン
フ
ォ
ー
ド
は
、
農
業

に
対
す
る
農
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
業
務
の
み

行
っ
て
お
り
、
何
か
を
販
売
す
る
等
の
営
利

は
目
的
と
せ
ず
に
、
各
地
に
あ
る
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
一
部
で
あ
る
。
95
名
の
職
員
が
お
り
、

１
，５
０
０
戸
の

農
家
を
対
象
に

業
務
を
行
っ
て

い
る
。

平成27年度JA道東あさひ役員海外視察研修報告
テーマ「酪農産業の国際潮流と展望」　　報告者：西春別支所長　株田 和洋

ＤＳＶでの説明風景

ラウンドボーリンフォード
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視　察　先：デンマーク・オランダ・ドイツ　
参加役職員：原井　松純、丹羽　　孝、佐藤　幸男、斉藤　春雄、田中　俊彦、林　　武雄、大内　敏光、
　　　　　　大平　伸志、羽石　正憲、井戸坂伸哉、小野寺　博、酒井　　丞、株田　和洋
　　　　　　ホクレン酪農畜産事業本部飼料部　岩渕　慶氏、全農インターナショナル欧州　中村　雅知氏

デ
ン
マ
ー
ク
酪
農
の
状
況

－

酪
農
家
戸
数－

２
０
１
４
年
：
３
，６
１
８
戸

２
０
１
５
年
：
３
，２
５
７
戸　

　
　
　
　
　
　

（
前
年
比
▲
９
％
）　

・
離
農
の
内
訳
と
し
て
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
家

　

は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
ず
、
一
般
酪
農
家
が

　

経
営
中
止
し
て
い
る
。

・
ク
ォ
ー
タ
ー
制
が
廃
止
さ
れ
、
生
産
が
自

　

由
に
な
る
と
価
格
の
問
題
で
経
営
中
止
が

　

多
く
な
っ
た
。

・
一
戸
当
た
り
の
飼
養
頭
数
に
変
化
は
な
い
。

－

乳
価－

２
０
１
５
年
：
２
．６
５
〜
３
．０
０
ク
ロ
ー

ネ
（
４
８
．０
円
〜
５
５
．０
円
）

２
０
１
６
年（
予
想
）：
２
．０
６
〜
２
．２
５

ク
ロ
ー
ネ
（
３
６
．４
円
〜
４
０
．５
円
）

・
乳
価
は
四
半
期
に
一
度
の
乳
価
交
渉
が
あ

　

り
、
乳
業
会
社
が
決
定
し
契
約
農
家
は
そ

　

の
乳
価
を
呑
む
し
か
な
い
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ

　

ク
牛
乳
は
11
セ
ン
ト
（
10
円
程
度
）
高
く
、

　

普
通
の
牛
乳
よ
り
高
い
こ
と
か
ら
、
ヨ
ー

　

ロ
ッ
パ
で
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
牛
乳
が
増
え

　

て
い
る
。

－

食
品
の
安
全
性－

　

全
て
の
乳
牛
・
羊
・
豚
は
耳
標
が
つ
け
ら

れ
生
ま
れ
た
日
か
ら
と
畜
、
死
亡
す
る
ま
で

記
録
管
理
さ
れ
て
い
る
。
（
生
ま
れ
て
か
ら

７
日
以
内
に
登
録
移
動
も
含
め
て
申
請
）

ア
ー
ラ
フ
ー
ズ
の
指
定
農
場
で
は
、
酪
農
家

自
身
が
品
質
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
施
設
・
飼
料
全
て

を
農
家
が
管
理
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

多
く
の
農
家
は
コ
ン
ト
ラ
を
使
用
し
て
い

る
が
、
飼
料
を
運
搬
す
る
た
め
の
登
録
さ
れ

た
業
者
に
依
頼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
・
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス

　
　
　
　
　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

　

２
０
０
８
年
に
受
精
卵
移
植
の
会
社
と
し

て
、
酪
農
家
・
肉
牛
農
家
に
よ
り
設
立
。
現

在
Ｅ
Ｕ
28
カ
国
の
他
、
北
米
、
南
米
、
南
ア

フ
リ
カ
に
精
液
（
バ
イ
キ
ン
グ
レ
ッ
ド
、

ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
ク
ロ
ス
ブ
リ
ー
リ
ン
グ
）
を

輸
出
し
て
お
り
、
２
０
１
２
年
に
中
国
、
現

在
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
と
交
渉
中
。

日
本
は
良
い
意

味
で
厳
し
い
の

で
、
デ
ン
マ
ー

ク
の
精
液
は
現

在
輸
出
さ
れ
て

い
な
い
が
、
現

在
日
本
政
府
と

協
議
中
で
あ
る
。

　

800
頭
の
雄
牛
を
飼
育
し
、
年
間
更
新
率

30
％
。
年
間
550
万
の
精
液
を
生
産
し
、
Ｘ
精

液
は
20
〜
25
万
。
生
産
さ
れ
る
精
液
は
、
病

気
が
な
い
・
分
娩
度
・
乳
房
炎
・
蹄
病
・
長

命
性
等
の
経
済
性
に
優
れ
て
い
る
。

視
察
農
場
の
概
要

ニ
ュ
ー
ゴ
牧
場　

（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
場
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
）

○
１
９
８
０
年
に
営
農
開
始 

グ
リ
ー
ン
証

　

取
得

○
１
９
９
６
年
よ
り
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
酪
農 

○
飼
養
頭
数
：
425
頭
（
内
経
産
牛
370
頭
） 

○
農
地
面
積
：
235 

ha 

　
　
　

内
訳
：
171 

ha（
放
牧
・
サ
イ
レ
ー
ジ
）

　
　
　
　
　
　

10 

ha（
ラ
イ
麦
／
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
）

　
　
　
　
　
　

54 

ha（
大
麦
／
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
）

○
出
荷
乳
量
：
年
／
３
，０
０
０
ｔ

○
個
体
乳
量
：
９
，６
０
０
㎏

（
Ｅ
Ｃ
Ｍ
＝
補

　

正
乳
量
（
脂

　

肪
換
算
）） 

○
搾
乳
方
法
：

　

パ
ー
ラ
ー
搾

　

乳
（
16
Ｗ
／
パ

　

ラ
レ
ル
）

ヴァイキング　ジャージー種雄牛

ニューゴ牧場　ジャージー牛
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－

輪
作
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン－

○
１
年
目
：
平
成
26
年
秋　

混
播　

．22
（
放
牧
）

　

＋
ラ
イ
麦
（
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
）

○
２
年
目
：
平
成
27
年
５
月
下
旬　

ラ
イ
麦
収
穫（
放
牧
）

○
３
年
目
〜
６
年
目
（
３
番
草
）
ま
で
使
用

○
６
年
目
の
収
穫
後
の
秋
に
プ
ラ
ウ
耕
起
↓
ラ
イ

　

麦
・
Ｐ
Ｒ
Ｇ
の
単
播
↓
Ｐ
Ｒ
Ｇ
は
翌
年
多
回
刈

　

り
で
雑
草
（
ギ
シ
ギ
シ
）
を
抑
制
↓
翌
年
（
１

　

年
目
に
戻
る
）：
混
播　

．22
＋
ラ
イ
麦

○
基
本
的
に
５
年
間
サ
イ
ク
ル

○
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
酪
農
に
よ
り
除
草
剤
が
使
え
な

　

い
の
で
雑
草
対
策

○
Ｐ
Ｒ
Ｇ
使
用
に
よ

　

る
多
回
刈
り
（
４

　

〜
５
回
）
で
雑
草

　

抑
制
対
応

ズ
ド
ゴ
ー
ン
牧
場

（
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
２
台
利
用
）

○
１
９
９
２
年
に
営
農
開
始（
酪
農
・
養
豚
繁
殖
） 

○
２
０
０
４
年
の
牛
舎
建
設
に
よ
り
酪
農
専
門 

○
飼
養
頭
数
：
180
頭（
内
経
産
牛
130
頭
） 

○
農
地
面
積
：
156 

ha 

　
　
　

内
訳
：
50 

ha（
牧
草
）・
35 

ha（
コ
ー
ン
） 

　
　
　
　
　
　

52 

ha（
春
大
麦
）・
13 

ha（
秋
大
麦
）

　
　
　
　
　
　

販
売
用
有
・
６
ha
ツ
リ
ー 

○
出
荷
乳
量
：
年
／
１
，３
０
０
ｔ 

○
個
体
乳
量
：
１
１
，３
０
０
㎏（
Ｅ
Ｃ
Ｍ
） 

○
搾
乳
方
法
：
デ
ラ
バ
ル
社
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
２
台 

○
自
動
給
餌
機
：
Ｃ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｌ
ｌ
社

－

輪
作
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン－

○
１
年
目
：
８
月
播
種（
Ｐ
Ｒ
Ｇ
＋
Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ（
Ｉ

　

Ｒ
Ｇ
＋
Ｍ
Ｆ
）
＋
Ｒ
Ｃ
＋
Ｗ
Ｃ
）

※

秋
播
種
に
よ
る
Ｒ
Ｃ
の
冬
枯
れ
回
避

○
２
年
目
〜
３
年
目
に
か
け
て
収
穫

○
４
年
目
：
デ
ン
ト
コ
ー
ン（
状
況
に
よ
り
２
作
）

○
５
年
目
：
春
播
大
麦
（
７
月
収
穫
↓
１
年
目
に

　

戻
る
）

※

基
本
的
に
４
〜
５
年
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

○
Ａ
Ｌ
Ｆ
未
使
用
の
理
由
は
「
１
年
目
の
生
育
が

　

遅
く
、
次
年
度
以
降
定
着
し
た
Ａ
Ｌ
Ｆ
は
発
育

　

が
早
い
も
の
の
、
イ
ネ
科
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪

　

い
。
定
着
が
悪
い
場
合
は
、
窒
素
量
の
提
供
が

　

少
な
く
ケ
ミ
カ
ル
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
事
が
あ

　

る
た
め
」
と
話
し
て
い
た
。

－
収
穫
時
期
の
考
え
方－

○
１
番
草
：
セ
ゲ
ス
等
の
デ
ー
タ（
収
量
・
品
質
）

　

を
重
視
し
て
確
認
↓
決
定

○
２
番
草
：
１
番
草
収
穫
後
↓
お
お
む
ね
４
週
間

　

〜
５
週
間
（
草
丈
よ
り
栄
養
分
重
視
）

○
１
番
草
・
２
番
草
の
Ｄ
Ｍ
（
乾
物
率
）
は
30
％

　

〜
35
％
で
調
整

エ
ル
ム
ガ
ー
デ
ン
牧
場
（
規
模
拡
大
農
家
）

○
２
０
０
６
年
に
開
業 

○
２
０
０
７
年
に
酪
農
開
始　

牛
舎
完
成（
３
棟
） 

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
群
舎（
２
Ｗ
〜
３
Ｗ
） 

○
２
０
１
５
年
に
育
成
牛
舎
完
成 

○
飼
養
頭
数
：
１
，３
０
０
頭（
内
搾
乳
700
頭
） 

○
農
地
面
積
：
410 

ha（
内
220 

ha
借
地
） 

　
　
　

内
訳
：
200 

ha（
Ｇ
Ｓ
）・
180 

ha（
コ
ー
ン
）

　
　
　
　
　
　

25 

ha（
春
大
麦
・
新
播
）

　
　
　
　
　
　

５
ha（
ビ
ー
ト
） 

○
収
穫
：
コ
ン
ト
ラ
委
託 

○
個
体
乳
量
：
１
０
，８
０
０
㎏（
Ｅ
Ｃ
Ｍ
）

○
搾
乳
方
法
：
24
Ｗ
パ
ラ
レ
ル
・
２
０
１
５
年
３

　
　
　
　
　
　

月
に
ロ
ボ
ッ
ト
売
却 

○
従
業
員
数
：
18
名
・
内
12
名
フ
ル
タ
イ
ム 　
　

　
　
　
　
　
　

６
名
研
修
生
（
学
生
等
） 

○
展
示
圃
場（
草
地
）：
幅
６
ｍ　

20
種
類
以
上 

ニューゴ牧場　夫婦

No

No

エルムガーデン牧場　パーラー室
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－

輪
作
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン－

○
１
年
目
：
コ
ー
ン
（
大
麦
）
播
種
↓
（
秋
）
収
穫

○
２
年
目
：
牧
草
播
種
〜
収
穫

○
３
年
〜
４
（
５
）
年
：
収
穫

○
１
年
目
に
戻
る

Ｋ
ｅ
ｅ
ｓ　

ｅ
ｎ　

Ｅ
ｌ
ｌ
ｉ
ｅ　

　
　
　

ｖ
ａ
ｎ　

Ｗ
ｅ
ｅ
ｓ　

農
場

　
　

（
家
族
酪
農
、
チ
ー
ズ
製
造
販
売
）

○
労
働
力
２
名
（
夫
婦
）
・
収
穫
：
コ
ン
ト
ラ 

○
酪
農
業
と
チ
ー
ズ
販
売 

○
２
０
１
３
年
に
Ｆ
Ｂ
牛
舎
建
設　

 

○
飼
養
頭
数
110
頭
（
内
搾
乳
牛
60
頭
） 

○
出
荷
乳
量
：
600
ｔ 

○
個
体
乳
量
：
９
，５
０
０
㎏ 

○
補
助
金（
Ｅ
Ｕ
）：
８
，０
０
０
ユ
ー
ロ（
112
万
円
） 

○
放
牧
実
施
：
１
日
６
時
間
以
上
・
年
120
日
以
上 

○
出
荷
乳
量
の
３
分
の
１
が
チ
ー
ズ
製
造
、
３
分

　

の
２
が
生
乳
販
売

－

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
概
要－

 

○
ロ
ボ
ッ
ト
価
格
：
12
万
ユ
ー
ロ
（
約
１
，６
０
０

　

万
円
）

○
牛
舎
価
格
：
80
万
ユ
ー
ロ
（
約
１
億
800
万
円
）

○
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
：
年
／
４
回　

労
賃
：
１
，５
０

　

０
ユ
ー
ロ
（
約
21
万
円
）
部
品
等
は
別
料
金

○
搾
乳
間
隔
：
５
時
間
に
設
定

○
ロ
ボ
ッ
ト
回
転
数
：
2.6
回
（
訪
問
時
）
放
牧
後

　

半
で
回
転
数
は
若
干
多
い
。
放
牧
時
の
回
転
数

　

は
下
が
る
が
、
１
回
乳
量
が
高
い
の
で
出
荷
乳

　

量
に
変
化
は
無
い
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
に
適
さ

　

な
い
牛
は
殆
ど
い

　

な
い
。（
２
〜
３
頭
）

　

適
さ
な
い
牛
は
廃

　

用
。
加
齢
牛
で
乳

　

房
が
下
が
っ
て
く

　

る
と
適
さ
な
い
。

Ｌ
Ａ
Ｐ
ＲO

Ｍ
Ａ
農
場

（
ロ
ー
タ
リ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
24
Ｐ
）

○
１
９
９
５
年
旧
東
ド
イ
ツ
の
小
さ
い
農
場
が
集

　

ま
り
株
式
会
社
を
設
立
（
287
名
の
株
主
）

○
生
産
・
販
売
・
酪
農
部
門
・
作
物
部
門
・
バ
イ

　

オ
ガ
ス
発
電

○
オ
ー
ナ
ー
の
他
に
オ
ー
ナ
ー
の
二
男
が
参
入
。

　

２
０
１
５
年
に
は
、
サ
ポ
ー
ト
役
を
雇
用
。
正

　

社
員
48
名
・
研
修
生
６
名

○
草
地
面
積
：
２
，３
８
４
ha

○
作
物
部
門
で
は
、
収
穫
・
Ｔ
Ｍ
Ｒ
・
穀
類
販
売

　

を
行
っ
て
い
る
。

○
新
牛
舎
：
２
０
１
１
年
に
建
設
開
始（
Ａ
Ｍ
Ｒ
：

　

24
Ｐ
ロ
ー
タ
リ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
）

　

・
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
ゲ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

　

・
黄
体
ホ
ル
モ
ン
に
よ
る
繁
殖
シ
ス
テ
ム

○
旧
牛
舎
：
育
成
牛
・
経
産
牛
510
頭
（
24
Ｗ
パ
ラ

　

レ
ル
パ
ー
ラ
ー
）

○
将
来
目
標
：
搾
乳
牛
１
，４
０
０
頭

○
ロ
ー
タ
リ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
選
択
の
理
由

　

①
従
来
給
餌
し
て
い
る
Ｔ
Ｍ
Ｒ
を
変
え
ず
に
そ

　

の
ま
ま
給
与
で

　

き
る　

②
搾
乳

　

時
、
乳
牛
を
追

　

い
込
む
際
に
状

　

況
観
察
が
可
能

　

③
手
動
で
も
簡

　

単
に
で
き
る（
緊

　

急
時
対
応
が
可

　

能
）

LAPROMA農場　ロータリーパーラー

搾乳ロボット

エルムガーデン牧場
経営主
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青年部べつかい支部ふゆとぴあIN BETSUKAI2016

Ｊ
Ａ
中
春
別
と
コ
ラ
ボ
！

２
大
デ
ザ
ー
ト
を
販
売

根釧酪農体験ツアー

根
室
市
で
２
軒
の
牧
場
を
見
学

　

２
月
11
日
か
ら
14
日
ま
で
の
３
泊

４
日
の
日
程
で
、
根
釧
地
域
に
滞
在

し
酪
農
の
仕
事
を
体
験
す
る
ツ
ア
ー

が
実
施
さ
れ
、
10
代
と
20
代
の
男
女
27

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
将
来
就
農
の
意
思
を
持
つ
人
を
Ａ
コ
ー

ス
、
酪
農
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
人
を
Ｂ
コ
ー
ス
と

し
て
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
12
日
は
Ａ
コ
ー
ス
13
人

が
別
海
、
浜
中
、
標
茶
町
の
研
修
施
設
で
牧
場
実
習
、

Ｂ
コ
ー
ス
の
14
人
は
牧
場
訪
問
や
手
作
り
バ
タ
ー
体

験
、
乳
業
工
場
の
見
学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

根
室
市
の
組
合
員
、
明
郷
の
「
伊
藤
☆
牧
場
」
で

は
、
始
め
に
手
作
り
バ
タ
ー
体
験
が
行
わ
れ
、
生
ク

リ
ー
ム
と
牛
乳
を
入
れ
た
容
器
を
あ
る
程
度
固
ま
る

ま
で
振
っ
て
分
離
さ
せ
、
楽
し
み
な
が
ら
作
っ
て
い

る
様
子
で
し
た
。
出

来
た
後
は
、
ベ
ー
グ

ル
に
の
せ
自
分
の

作
っ
た
バ
タ
ー
を
味

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
哺
育
舎
、

乾
乳
舎
、
成
牛
舎
、

搾
乳
パ
ー
ラ
ー
な
ど

の
施
設
を
見
学
し
、

成
牛
舎
で
は
そ
の

日
に
生
ま
れ
た
ば

か
り
の
仔
牛
が
い

て
、
そ
れ
を
見
て

感
激
し
た
様
子
で

し
た
。
搾
乳
体
験

で
は
一
人
ず
つ
手
絞
り
し
て
い
き
、
餌
や
り
体
験
で

は
配
合
飼
料
を
自
分
の
手
か
ら
牛
に
食
べ
さ
せ
た
り

と
直
接
動
物
に
触
れ
て
と
て
も
良
い
経
験
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　

２
軒
目
の
根
室
市
川
口
の
横
峯
庸
さ
ん
宅
で
は
、

新
規
就
農
者
と
し
て
の
経
緯
や
現
在
の
状
況
な
ど
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
横
峯
さ
ん
は
本
州
出
身

者
で
す
の
で
参
加
者
の
み
な
さ
ん
も
興
味
深
く
話
し

を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
牛
以
外
に
も
豚
や
山

羊
に
鶏
な
ど
も
い
て
参
加
者
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

13
日
に
は
観
光
な
ど
で
参
加
者
交
流
会
を
行
い
、

14
日
は
各
市
町
村

の
就
農
相
談
会
が

開
か
れ
る
な
ど
、

参
加
者
に
と
っ
て

酪
農
業
を
知
っ
て

興
味
を
持
っ
て
も

ら
う
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

２
月
７
日
、
別
海
農
村
広
場
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
「
ふ
ゆ

と
ぴ
あ
Ｉ
Ｎ 

Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ

２
０
１
６
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
青
年
部
は
、
会

場
で
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
の
無
料
配
布
を

行
い
、
40
ℓ
分
の
牛
乳
は
午
前
中
に

は
品
切
れ
と
な
る
大
盛
況
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
株
式
会
社
別
海
乳
業
興
社
の
乳
製

品
販
売
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
は
、
新
し
い
試
み
と
し
て
Ｊ
Ａ
中

春
別
青
年
部
も
加
わ
り
、
Ｊ
Ａ
中
春
別
の
ミ
ル
ク

ロ
ー
ル
と
Ｊ

Ａ
道
東
あ
さ

ひ
青
年
部
の

ど
ら
焼
き
を

コ
ラ
ボ
販
売

し
、
２
大
デ

ザ
ー
ト
と
し

て
大
変
ご
好

評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

横峯さんからの話を聞く参加者 給餌体験の様子

手作りバター体験

や
す
し
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第14回理事会報告　平成28年2月29日開催
議案第１号　　平成28年度内部監査実施計画について
議案第２号　　規程類の一部改正について
議案第３号　　平成28年度経営基本方針と予算編成方針について
議案第４号　　役員報酬審議会答申書について
議案第５号　　固定資産（土地）の売却について
議案第６号　　貸出金債権の償却処理（貸倒損失処理）について
議案第７号　　農業経営基盤強化資金の借入と貸付について
議案第８号　　農業経営基盤強化資金（Ｈ方式）の事務取扱について
議案第９号　　特定組合員に対するＪＡ農業経営ステップアップローン
　　　　　　　及び乳牛保留対策資金の貸付について
議案第10号　　特定組合員に対する平成28営農年度組合員勘定取引供給
　　　　　　　限度額、貸越極度額及び家計費現金供給限度額の設定に
　　　　　　　ついて
議案第11号　　特定組合員の選定・解除と担当理事・担当職員の配置に
　　　　　　　ついて
議案第12号　　国営環境保全型かんがい排水事業肥培施設の設計について
議案第13号　　国営環境保全型かんがい排水事業肥培施設の実施について
議案第14号　　特定組合員に対する国営環境保全型かんがい排水事業肥
　　　　　　　培施設の実施について
議案第15号　　生乳汚染賠償責任保険の継続加入について
議案第16号　　生産性向上に向けた新たな施策及び要領について
議案第17号　　第４期「道東あさひ吾久里塾」開講について

協議事項１　　地区懇談会の開催について
協議事項２　　次期地域農業振興計画の重点取り組み事項について
協議事項３　　別海町女性農業士認定候補者の推薦について
協議事項４　　畜産クラスター機械リース事業優先順位の決定方向につ
　　　　　　　いて

報告事項１　　第３四半期末監事監査に係る取りまとめ結果について
報告事項２　　監事監査の実施について（資産勘定、期末実地棚卸換算
　　　　　　　及び立会）
報告事項３　　貸借対照表及び損益計算書（１月末）について
報告事項４　　組合員の動向（１月末）について
報告事項５　　職員の人事異動について
報告事項６　　各部委員会の経過報告について
報告事項７　　定款第57条第６項に基づく貸出金に係る理事会承認案件
　　　　　　　の処理状況について
報告事項８　　総体的なリスク量管理について
報告事項９　　特定組合員実績（１月末）について
報告事項10　　融資審査会の結果について
報告事項11　　大型経営育成対策会議の報告について
報告事項12　　根室地区酪対役員会の結果について
報告事項13　　販売事業実績（１月末）について
報告事項14　　購買事業実績（１月末）について
報告事項15　　行事予定について

３月は
自殺対策強化月間

　

日
本
全
国
の
統
計
で
は
、
例
年
３
月
に
最

も
自
殺
者
が
多
い
た
め
、
内
閣
府
は
３
月
を

自
殺
対
策
強
化
月
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
中

標
津
保
健
所
管
内
（
中
標
津
町
・
標
津
町
・

羅
臼
町
・
別
海
町
）
も
、
例
に
た
が
わ
ず
３

月
の
自
殺
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
に
、
３
月
は
年
度
末
で
あ
り
、
仕
事

の
上
で
は
最
も
ス
ト
レ
ス
が
大
き
く
な
る
月

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
卒

業
・
進
学
・
転
勤
・
転
職
・
退
職
な
ど
生
活

に
大
き
な
変
化
が
起
こ
る
時
期
で
、
さ
ら
に
、

親
し
い
家
族
や
友
人
と
の
別
れ
に
よ
る
喪
失

感
や
、
４
月
か
ら
始
ま
る
新
し
い
生
活
に
対

す
る
不
安
な
ど
、
気
持
ち
の
上
で
も
大
き
な

負
担
が
か
か
り
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
３
月
に
心
身
の
バ
ラ

ン
ス
を
崩
す
方
が
多
く
、
そ
れ
が
自
殺
の
多

さ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
自
分
の
身
近
な
人
の
様
子
に
目
を
向

け
て
、
普
段
と
変
わ
り
な
い
か
ど
う
か
温
か

い
目
で
観
察
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
様
子
が
い
つ
も
と
違
う
と
気
付
い
た
ら
、

ほ
ん
の
少
し
の
「
お
せ
っ
か
い
」
を
し
て
く

だ
さ
い
。「
ど
う
し
た
の
？
」
、「
疲
れ
て
い

る
み
た
い
だ
け
ど
、
眠
れ
て
る
？
」
、「
ご

飯
は
食
べ
た
？
」
な
ど
な
ど
、
温
か
い
言
葉

か
け
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
温
か
い
言
葉
か

け
は
、
い
の
ち
に
必
要
な
栄
養
素
で
す
！

どうしたの？

だいじょうぶ？

６回にわたって掲載しました、保健センターによるコーナーの最終回です
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今こそ、後継牛の安定確保を！
～育成コストを考える～

　

初
妊
牛
の
価
格
が
史
上
稀
に
見

る
高
値
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
、
後
継

牛
の
自
家
生
産
で
す
。
育
成
に
か

か
る
コ
ス
ト
や
必
要
頭
数
を
今
一

度
見
直
し
、
健
康
な
後
継
牛
の
安

定
的
確
保
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

１　

自
家
の
現
状
を
把
握
す
る

　

表
１
に
、
経
産
牛
100
頭
規
模
に

お
け
る
必
要
な
育
成
牛
頭
数
を
、

初
産
分
娩
月
齢
ご
と
に
示
し
ま
し

た
。
更
新
率
が
高
く
、
初
産
分
娩

月
齢
が
遅
い
ほ
ど
、
多
く
の
育
成

牛
を
抱
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

飼
料
費
を
24
ヶ
月
分
娩
と
28
ヶ

月
分
娩
の
場
合
で
比
較
し
て
み
る

と
、
成
長
必
要
量
（
図
１
・
右

側
）
は
、
分
娩
月
齢
に
よ
る
違
い

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、

維
持
必
要
量(

図
１
・
左
側)

は
、

育
成
期
間
が
長
く
な
る
分
、
増
加

し
ま
す
（※

１
）
。
こ
れ
に
加
え
、

施
設
費
・
労
賃
・
ふ
ん
尿
処
理
費

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
経
費
が
余
分

に
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
か
と

い
っ
て
、
む
や
み
に
早
く
分
娩
さ

せ
、
分
娩
後
の
事
故
や
廃
用
が
増

え
れ
ば
結
局
コ
ス
ト
が
割
高
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
施
設
、
労
働
力
、

発
育
の
善
し
悪
し
、
事
故
率
、
個

体
販
売
頭
数
な
ど
か
ら
総
合
的
に

判
断
し
、
自
家
に
合
っ
た
育
成
方

法
を
検
討
し
ま
し
ょ
う(

図
２)

。

２　

預
託
も
視
野
に

　

預
託
牧
場
の
利
用
も
選
択
肢
の

一
つ
で
す
。
預
託
料
金
が
設
定
さ

れ
て
い
る
の
で
、
必
要
な
コ
ス
ト

の
見
通
し
が
つ
き
や
す
く
、
施
設

や
労
働
力
は
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
た
だ
預
け
れ
ば
良
い

と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
預

託
牧
場
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
、

普
及
セ
ン
タ
ー
で
調
査
し
ま
し
た

(※

２)

。
そ
の
結
果
、
畜
主
農
場

の
規
模
拡
大
な
ど
を
背
景
に
収
容

頭
数
が
増
加
し
、
返
却
さ
れ
た
育

成
牛
の
発
育
に
畜
主
が
不
満
を
感

じ
て
い
る
事
例
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
あ
る
預
託
牧
場
で

実
施
し
た
体
尺
測
定
の
結
果
（
図

３
）
か
ら
は
、
畜
主
ご
と
に
発
育

の
差
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
預
け
る

前
の
飼
養
管
理
も
、
発
育
の
善
し

悪
し
に
深
く
関
与
し
て
い
る
と
言

え
ま
す
。

　

よ
り
良
い
発
育
を
目
指
す

に
は
、
預
託
前
の
管
理
、
例

え
ば
子
牛
へ
の
十
分
量
の
初

乳
給
与
、
親
牛
の
乾
乳
か
ら

分
娩
ま
で
の
管
理
（
十
分
な

乾
物
摂
取
量
や
安
楽
性
の
確

保
な
ど
）
の
徹
底
が
不
可
欠

で
す
。
ま
た
、
預
託
先
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ
と

の
重
要
性
も
調
査
か
ら
見
え

て
き
ま
し
た
。

　

健
康
で
即
戦
力
に
な
る
後

継
牛
の
確
保
が
、
経
営
の
安

定
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
戦
略

を
と
る
べ
き
か
、
今
一
度
考

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

経産牛
更新率

表１　経産牛100頭で必要とされる育成牛頭数

図１　24ヶ月分娩と28ヶ月分娩の分娩までに要する飼料費の比較
　　（配合・乾草の価格はH23期首価格を用いた）

図２　自家に合った戦略的な育成方法を考えよう

図３　畜主①（●・◆）と②（○・◇）の預託牛の体高と体重
※1　H24酪農セミナー「乳牛のほ育・育成技術再考 !!」講演内容集（北根室地区農業改良協議会出版）より作成
※2　H26年度調査研究「ほ育・預託育成システムの課題整理」
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新しい牧草品種のご紹介
根釧農試研究部

飼料環境グループ　中村　直樹
　

シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
を
は
じ
め
と
す

る
マ
メ
科
牧
草
の
役
割
の
１
つ
と

し
て
、
空
中
の
窒
素
固
定
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
マ
メ
科
牧
草
を
混
播

す
る
こ
と
に
よ
り
、
化
学
肥
料
由

来
の
窒
素
投
入
量
を
減
ら
し
、
良

質
な
た
ん
ぱ
く
質
供
給
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

今
回
は
本
年
度
、
北
海
道
優
良

品
種
に
認
定
さ
れ
た
も
の
の
中
か

ら
、
シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
２
品
種
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。
ど
ち
ら
の
品
種

も
、
小
葉
型
の
放
牧
向
け
の
品
種

で
、
小
葉
型
の
既
存
品
種
「
タ
ホ

ラ
」
を
対
照
と
し
て
、
根
釧
農
試

を
含
む
全
道
５
地
域
で
栽
培
試
験

を
行
い
ま
し
た
。

○
シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
「A

ber P
earl

」

　

平
成
19
年
に
雪
印
種
苗
株
式
会

社
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
導
入
し
た
シ

ロ
ク
ロ
ー
バ
品
種
で
す
。

　

放
牧
を
想
定
し
た
多
回
刈
り
利

用
で
の
収
量
性
は
良
好
で
、
マ
メ

科
収
量
は
「
タ
ホ
ラ
」
よ
り
も
対

比
で
24
％
と
多
収
で
、
チ
モ
シ
ー

も
含
め
た
収
量
は
年
間
合
計
で
５

％
多
収
で
す
。

　

小
葉
サ
イ
ズ
は
大
き
め
で
、
競

合
力
に
優
れ
る
品
種
で
す
。
ま
た
、

３
年
目
晩
秋
の
被
度
は「
タ
ホ
ラ
」

よ
り
も
大
き
く
、
永
続
性
に
も
優

れ
る
品
種
で
す
。

 

○
シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
「G

C

158
」

　

平
成
21
年
に
ホ
ク
レ
ン
農
業
協

同
組
合
連
合
会
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
か
ら
導
入
し
た
シ
ロ
ク
ロ
ー

バ
品
種
で
す
。

　

放
牧
を
想
定
し
た
多
回
刈
り
利

用
で
の
収
量
性
は
、「
タ
ホ
ラ
」
と

同
程
度
で
す
。

　

小
葉
サ
イ
ズ
は
中
程
度
の
大
き

さ
で
、
競
合
力
は
「
タ
ホ
ラ
」
と

同
程
度
で
す
。
３
年
目
晩
秋
の
被

度
は
「
タ
ホ
ラ
」
よ
り
も
や
や
大

き
く
、
永
続
性
は
や
や
優
れ
る
品

種
で
す
。

○
ま
と
め

　

一
般
的
に
小
葉
型
の
シ
ロ
ク
ロ

ー
バ
は
、
競
合
力
が
穏
や
か
で
あ

り
、
チ
モ
シ
ー
を
主
体
と
し
た
放

牧
地
で
は
、
チ
モ
シ
ー
の
主
体
性

を
維
持
し
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。

今
回
紹
介
し
た
２
品
種
は
、
ど
ち

ら
も
小
葉
型
で
あ
る
た
め
、
利
用

場
面
が
似
て
い
ま
す
が
、「A

b
er

P
earl

」
は
「G

C

158
」
に
比
べ
て
、

被
度
、
収
量
が
多
く
、
競
合
力
に

優
れ
、
一
方
、「G

C

158
」
は
既
存

品
種
に
よ
く
似
て
い
る
の
が
特
徴

で
す
。

　
「A

b
er P

ea
rl

」お
よ
び「G

C

158
」は
既
存
品
種
の「
リ
ベ
ン
デ
ル
」

や
「
タ
ホ
ラ
」
と
置
き
換
え
ら
れ

る
形
で
販
売
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

販
売
開
始
時
期
は
両
品
種
と
も
、

平
成
30
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
今
回
紹
介
し
た
品
種
名
は
、

試
験
時
の
も
の
で
す
。
販
売
時
に

は
、
別
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

図　Aber　Pearlとタホラの比較

図　GC158とタホラの比較
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【酪農経営科＆専攻科】
　海外研修報告会＆就農激励会を実施
　海外研修を終えた農業特別専攻科２年目学生と酪農
経営科酪農経営コース３年生の合同報告会が１月26日
（火）に、本校農業会計室にて開催されました。本年
度は酪農経営科３年生（井上季音）がカナダの酪農視
察研修に、農業特別専攻科２年目学生（青野大地、島
崎和成、片野登紀子）がニュージーランドにて67日間
の酪農研修を行っており、それぞれ研修の概要や成果
を発表しました。
　報告会は別海町酪農後継者を育てる会の役員をはじ
め多数の来賓を迎え、研修に参加した生徒・学生がそ
れぞれ視察研修先での写真を用いて研修報告を堂々と
発表しました。
　カナダの酪農視察に参加した生徒からは先進的な牛
舎の構造や牛を大切にするカナダの酪農家の姿、そし
て世界最高峰との呼び声高い乳牛ショーや、価格に驚
いたセールの様子などが動画も交えて報告されました。
　ニュージーランド北島オ
ハクネの酪農家で研修した
３名は、放牧の特徴やシェ
アミルカー制度などについ
て感想を交えながら成果を
報告しました。
　報告会終了後には、酪農
後継者として本年度卒業を
予定している酪農経営科生
徒２名と農業特別専攻科学生５名と来賓が一堂に会し
て、就農激励会が行われました。参加生徒・学生は、
これからの抱負を交えてそれぞれ挨拶し、来賓のみな
さまから激励の言葉を沢山いただきました。
（報告の概要につきましてはバックナンバーをご参照
ください）

【酪農経営科】活動内容を報告
　１月27日（水）本校体育
館で農業クラブの東北海道
実績発表大会に出場した４
発表と海外研修のダイジェ
スト版の５発表を、全校生
徒の前で発表しました。こ
の取り組みは、酪農経営科
で活動している内容を普通
科の生徒にも知ってもらおうと始めたものです。農業
に関する実習など学習面で接することが少ない普通科
生徒は、日常とは違った酪農経営科の生徒の生き生き
した様子の紹介に感心しながら、熱心に５つの発表を
聞いてくれました。

●【専攻科】加工実習を実施
　２月10日（水）、２月12日（金）別海町乳加工研修
施設および農漁村加工体験施設において専攻科１年目
学生が参加し、チーズやソーセージ、パン製造の加工
実習を実施しました。
　参加学生は、研修・体
験施設の長谷川さん、守
川さんの丁寧なご指導の
もと、酪農従事者として
の目線で、牛乳などを原
料とした加工品がどのよ
うにできるのかを、興味
深く学んでいました。
　学生からは「チーズは
一晩おくと味がなじんで
おいしかった。製造の工
程が理解できた。」「ソー
セージにチーズを練り込
ませ、味がよく効いてい
た。」「フレッシュタイプ
のチーズ製造にもチャレンジしたい。」といった声が
聞かれ、非常に有意義な実習となりました。

●【専攻科】河﨑さんからの出前授業
　２月17日（水）べっかい郊楽苑にて、根室振興局主
催の出前講座が開催され、農業特別専攻科学生11名が
参加しました。地域で活躍している女性農業者から農
業や農村の持つ魅力や可能性を伝えることを目的とし
ての講義ならびに席を囲んでの昼食会が行われました。
　講師として、北海道指
導農業士の河﨑弘子さん
をお迎えし、チーズ工房
を立ち上げるまでのこと
や、チーズを作成する際
の留意点をはじめ、牛乳
の味がチーズに及ぼす影
響、放牧と舎飼いでのチ
ーズに及ぼす影響の違い、
また、炭水化物とタンパク質のカビの違いやチーズ料
理紹介など、心がけなければいけないことから技術的
なことまで、幅広くわかりやすいご説明をいただきま
した。
　河﨑さんからは、講義の最後に「家族の協力を得て、
決してあせらないこと」「あいさつは大きな声で！」と
いったお言葉をいただき、講義後も年間の乳質の変化
に伴うチーズの味への影響や、小さなプラントでの生
産量の目安などについての質疑応答がなされ、非常に
充実した出前授業となりました。

会食の模様

発表の様子

講義の様子

パン製造

チーズ製造
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『道東あさひ吾久里塾』『道東あさひ吾久里塾』『道東あさひ吾久里塾』
第４期受講者募集中!!第４期受講者募集中!!第４期受講者募集中!!

あ　　ぐ　　り

　就農後概ね３年以内の新規学卒・後継者やその妻・
Ｕターン等で就農している方、牧場従業員など、意欲
のある方は気軽に参加して仲間づくりをしましょう！
　毎月１回の講座では、草づくり・餌づくり、乳牛・
乳質、経営管理、畜舎施設見学、管内視察研修など、
様々な講座と現場見学で酪農の基礎知識が学べます。
　就学期間は平成２８年４月から平成３０年３月まで
の２年間で、管外視察研修を除いて参加費は無料！講
師は農業改良普及センター、ＪＡ、その他関係機関か
ら招きます。

塾生が乳牛の手術を見学

募集期間は４月１１日まで！
営農部営農振興課、各支所営農課まで
お気軽に申込み・お問い合わせください。

牛 土

草
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◯お申込み期間：平成28年2月1日～5月末まで（当日消印有効）
※お申込み要件等、詳しくはＪＡ窓口までお問い合わせ下さい。

◎　JAキャッシュカードご利用手数料一覧　◎

お取引内容

ＪＡバンク ゆうちょ銀行 セブン銀行、ローソン・
イーネットATM ＪＦマリンバンク 三菱東京UFJ銀行

入 　 出 　 金

無 料

無 料

無 料

無 料

無 料

108円

108円

無 料

無 料

無 料

108円

無 料

無 料

無 料

無 料

無 料

無 料

108円

108円

無 料

出 　 　 　 金

ご
利
用
手
数
料

平　日
8:45～18：00

土曜日
9:00～14：00

残高照会

平日・土曜日の
その他の時間帯
及び日曜祝日

あなたの近くに
手数料￥0提携
ＡＴＭが、
たくさんあるん
です。

・稼働時間はＡＴＭにより異なります。詳しくはお近くのＪＡまたは、
　ご利用ＡＴＭの掲示等でご確認下さい。
・ＪＡバンク、ゆうちょ銀行、セブン銀行、ローソンＡＴＭ、イーネットＡＴＭ
　では、入金取引も可能となります。
・残高照会は時間帯にかかわらず無料でご利用いただけます。

「ちょリス」

ＪＡバンクは
どなたでも
ご利用頂けます
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平成28年3月10日発行
発行/JA道東あさひ
編集/営農部 営農振興課
住所/北海道野付郡別海町
　　 別海緑町116番地9
電話/（0153）75－2201（代表） 

　

本
広
報
誌
で
は
来
月
号
よ
り
、

昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
「
第
28

回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
」
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、

「
北
海
道
農
業
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

に
期
待
す
る
こ
と
」
と
題
し
て
著

名
人
よ
り
提
言
を
頂
い
た
内
容
を

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

　

５
回
に
わ
た
っ
て
お
送
り
す
る

シ
リ
ー
ズ
で
は
、
株
式
会
社
セ
イ

コ
ー
マ
ー
ト
社
長
の
丸
谷
氏
を
は

じ
め
、
各
方
面
か
ら
の
率
直
な
提

言
を
掲
載
致
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

　

先
月
末
の
暴
風
雪
な
ど
厳
し
い

冬
は
ま
だ
続
き
ま
す
が
、
風
邪
な

ど
を
召
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
体
調
に

ご
留
意
く
だ
さ
い
。

平成28年2月15日
西春別支所 生産課畜産販売係
→購買部資材燃料課
　　　　四條　加奈子

異 動 職 員

区　　分 １　　月 累　　計 脂肪率 無脂固形分率 補給金単価 ＦＡＴ単価 ＳＮＦ単価 乳質単価 乳代合計

322,226t

101.2%

66,276t

99.4%

30,079t

97.8%

7,664t

98.5%

5,554t

103.3%

12,821t

94.2%

4,039t

101.2%

3,172,116t

101.6%

656,968t

100.4%

299,782t

98.5%

75,647t

97.6%

53,831t

104.7%

129,442t

95.8%

40,863t

101.9%

4.05%

4.01%

4.10%

4.06%

4.10%

4.06%

4.07%

4.02%

4.11%

4.06%

4.10%

4.06%

4.15%

4.09%

8.81%

8.83%

8.76%

8.77%

8.75%

8.77%

8.75%

8.77%

8.79%

8.80%

8.73%

8.77%

8.76%

8.77%

7.08円

6.91円

7.08円

6.91円

7.08円

6.91円

7.08円

6.91円

7.08円

6.91円

7.08円

6.91円

7.08円

6.91円

36.32円

34.46円

36.68円

34.84円

36.76円

34.89円

36.47円

34.51円

36.84円

34.90円

36.77円

35.05円

37.17円

35.10円

49.94円

47.90円

49.62円

47.58円

49.58円

47.58円

49.57円

47.57円

49.81円

47.73円

49.48円

47.53円

49.63円

47.58円

3.74円

3.71円

3.80円

3.79円

3.82円

3.73円

3.83円

3.77円

3.90円

3.75円

3.76円

3.70円

3.85円

3.69円

97.08円

92.28円

97.18円

93.11円

97.24円

93.10円

96.96円

92.75円

97.63円

93.29円

97.09円

93.18円

97.74円

93.28円

１月 生乳生産・乳代単価情報

全　　道

前年(比)

根室管内

前年(比)

JA道東あさひ

前年(比)

西春別支所

前年(比) 

上春別支所

前年(比)

別海支所

前年(比)

根室支所

前年(比)

3　

月

乳牛 2
番

3
番

1
番

9
番14日  

6
番

5
番

4
番

3
番16日  

7
番

6
番

5
番

4
番23日  

7
番

6
番

5
番

4
番30日  

ホクレン市場カレンダー
根　

室

別　

海

上
春
別

西
春
別

種　

類
日月

【全体運】注意力散漫気味。慣れた作業で
　ミスを連発するなど、問題を起こしやす
　いので、冷静に。深呼吸で気合を入れて
【健康運】無理は禁物。休憩と気分転換を
　徹底して
【幸運を呼ぶ食べ物】フキノトウ

【全体運】人気運が高まり、気付けば自然
　と話の輪の中心にいるはず。気になる相
　手がいるなら、フランクに話し掛けて
【健康運】生活が不規則に。リズムを取り
　戻すこと
【幸運を呼ぶ食べ物】ミツバ

【全体運】気分的にゆったりできそう。好
　きなことを満喫してプライベートタイム
　を充実させましょう。片付けもラッキー
【健康運】上昇傾向です。マッサージで血
　行促進を
【幸運を呼ぶ食べ物】ヒジキ

【全体運】自分に自信が持てる月。温めて
　いたプランは、ぜひ実行してみて。協力
　に恵まれ順調に発展していく予感
【健康運】リラックスすることで調子が上
　向くはず
【幸運を呼ぶ食べ物】ワラビ

【全体運】あれこれ考え過ぎてしまう傾向
　に。あまり難しく捉えず、気楽に構えた
　方が正解。気晴らしには散歩がお勧め
【健康運】徐々に好転。アウトドアで英気
　を養って
【幸運を呼ぶ食べ物】タマネギ

【全体運】小さな悩みが生まれやすい気配。信 
　頼できる相手に話を聞いてもらえば、気持ち
　が 楽になりそう。考え過ぎはＮＧ
【健康運】栄養バランスに気を使うと体調に好
　影響
【幸運を呼ぶ食べ物】サヨリ

【全体運】やたらと口うるさくなりがち。周
　囲の嫌な面ではなく、長所を見るように意
　識して。気分転換には読書がベスト
【健康運】軽く運動することで体調が整えら
　れます
【幸運を呼ぶ食べ物】デコポン

【全体運】前向きになれる時期。やりたか
　ったことを楽しむのに向いているので、
　意欲的な行動を。イベントへの参加も吉
【健康運】小まめに動くと、ストレス発散
　効果大！
【幸運を呼ぶ食べ物】ニラ

【全体運】穏やかな心境で過ごせる期間。
　自分から積極的にサービス精神を発揮し
　て、周囲との和を大切にすると幸運あり
【健康運】次第に回復。スポーツを楽しむ
　とグッド
【幸運を呼ぶ食べ物】アシタバ

【全体運】好奇心が旺盛になっています。
　新しい趣味を始めたり、体験教室に参加
　したりすると良い刺激に。小旅行も幸運
【健康運】適度に体を動かせば元気に過ご
　せそう
【幸運を呼ぶ食べ物】ウド

【全体運】思うようにならないことが増え
　るかも。でも、イライラせず、笑顔を心
　掛ければ好転の兆し。お花見も開運に
【健康運】疲れをため込みやすいよう。休
　息が必須
【幸運を呼ぶ食べ物】カブ

【全体運】前向きな気持ちになれるはず。未
　体験ジャンルにも果敢に挑戦を。知りたい
　ことについて情報収集するのにも最適
【健康運】オーバーワークに注意。体調管理
　が大切
【幸運を呼ぶ食べ物】セリ

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20


